
市内相談支援事業所 アンケート調査概要（案） 

 

１ 現況 

 ⑴ 市内において障害福祉サービスの利用者について、計画相談支援を希望

する者全員が利用できていない。 

 ⑵ 計画相談支援事業所の新設、計画相談員の増加は確認しているが、一方で

需要があると考えられるにもかかわらず事業を終了した市内事業所も存在

している。 

 

２ 目的 

  現況から、計画相談支援を行う事業所は、運営上での困難や支援をするうえ

で課題を抱えているのではないかと考え、事業所管理者及び相談支援専門員

に対し調査を行い、状況把握を行う。 

 

３ 調査対象者 

 ⑴ 計画相談支援事業所の管理者 

 ⑵ 相談支援専門員（事業所経由で依頼し、各員から直接回答を想定。） 

  ※令和８年１月現在 事業所１３か所 相談支援専門員３０名 

 

４ 調査方法 

  ⑴⑵それぞれ電子メールで依頼し、インターネット特設ページから回答 

 

５ 質問案（箇条書き） 

 ⑴ 計画相談支援事業所の管理者 

  ・他事業業務との兼務状況 

  ・人材確保、育成、定着について工夫していること 

  ・ＩＣＴ、ＤＸ化等、業務効率化で工夫していること（記録、連絡方法等） 

  ・関係機関との連携、工夫していること 

  ・現在の新規利用希望者の受け入れについて。不可の場合はその理由 

  ・事業所経営について（運営費、人件費に関する現況等） 

  ・計画相談員の増員の検討状況 

  ・市内の障害福祉サービスの現況、課題 

  ・障害福祉以外の福祉サービスの現況、課題 

  ・その他 

 ⑵ 相談支援専門員 

  ・他事業業務との兼務状況 
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  ・利用者対応についての工夫、課題 

  ・ＩＣＴ、ＤＸ化等、業務効率化で工夫していること（記録、連絡方法等） 

  ・関係機関との連携、工夫していること 

  ・市内の障害福祉サービスの現況、課題 

・障害福祉以外の福祉サービスの現況、課題 

  ・その他 

 


